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　交通安全黄色い羽根配布活動は４月９　交通安全黄色い羽根配布活動は４月９
日に、町内４カ所で行われ、交通安全関日に、町内４カ所で行われ、交通安全関
係団体などの皆さんが登校する児童に交係団体などの皆さんが登校する児童に交
通安全を呼び掛けました。（関連記事３㌻）通安全を呼び掛けました。（関連記事３㌻）笑顔で見守る交通安全笑顔で見守る交通安全
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（単位：人）

学校名 入学者数 全校児童数 学校名 入学者数 全校生徒数 学校名 入学者数 全校生徒数

沼 宮 内 小 38人 261 人 沼 宮 内 中 45人 152 人

沼 宮 内 高 31人 114 人川 口 小 17人 120 人 川 口 中 22人 74人

一 方 井 小 4人 73人 一 方 井 中 6人 37人

小　計 59人 454 人 小　計 73人 263 人 合　計 163 人 831 人

①緊張の面持ちで入
学式に臨む一方井小
の新入生　②６年生
が入学式に出席し、
新入生にメッセージ
を送りました　③
田中博昭一方井小Ｐ
ＴＡ会長から祝品を
受け取る新入生　

入
学
お
め
で
と
う

入
学
お
め
で
と
う町

内
公
立
校
で
入
学
式

①

②③

　

春
の
新
入
学
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、４

月
６
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
、町
内
７

公
立
小
中
高
校
の
入
学
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

一
方
井
小（
佐
々
木
悟
校
長
、児
童
73

人
）で
は
７
日
、新
入
生
４
人
が
仲
間
入

り
。
新
入
生
は
、少
し
緊
張
し
た
面
持

ち
で
会
場
に
入
場
し
ま
し
た
が
、式
典

で
は
、先
生
に
名
前
を
呼
ば
れ
る
と「
は

い
！
」と
明
る
い
返
事
と
と
も
に
、元
気

よ
く
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

佐
々
木
校
長
は
、「
あ
い
さ
つ
を
元

気
に
し
よ
う
」、「
丁
寧
な
言
葉
づ
か
い

で
話
そ
う
」、「
後
始
末
を
し
っ
か
り
し

よ
う
」と
学
校
生
活
の
約
束
に
つ
い
て

話
し
、「
明
日
か
ら
元
気
に
登
校
し
ま

し
ょ
う
」と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
ま
た
、

在
校
生
は
大
き
な
声
で
校
歌
を
歌
い
、

新
入
生
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
新
入
生
は
、小
学
校
59
人（
昨

年
85
人
）、中
学
校
73
人（
同
93
人
）、沼

宮
内
高
31
人（
同
42
人
）の
計
１
６
３

人
。
期
待
で
胸
い
っ
ぱ
い
の
新
一
年

生
た
ち
が
、元
気
よ
く
学
校
生
活
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

みんなの安全・安心の街へみんなの安全・安心の街へ

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間

（
４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
）
の

４
月
９
日
、
町
交
通
安
全
対
策
協

議
会（
会
長
：
佐
々
木
光
司
町
長
）

は
、
町
内
４
カ
所
で
黄
色
い
羽
根

の
街
頭
配
布
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
町
交
通
指
導
員
や
交
通
安

全
母
の
会
、地
域
の
皆
さ
ん
が「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
気
を
つ
け

て
ね
」
と
児
童
に
明
る
く
声
を
か

け
な
が
ら
黄
色
い
羽
根
を
配
り
、

児
童
の
登
校
を
見
守
り
ま
し
た
。

　

ま
た
４
月
９
日
か
ら
27
日
に
か

け
て
、
小
中
学
校
や
保
育
所
、
幼

稚
園
な
ど
12
カ
所
で
交
通
安
全
教

室
を
実
施
し
ま
し
た
。
水
堀
保
育

所
（
遠
藤
百
恵
所
長
、
園
児
24

人
）
で
は
16
日
に
同
教
室
が
開
か

れ
、
町
交
通
指
導
員
や
町
交
通
安

全
母
の
会
の
皆
さ
ん
が
講
師
と
な

り
、
子
ど
も
た
ち
に
道
路
の
横
断

の
仕
方
を
指
導
。
園
児
ら
は
立
ち

止
ま
っ
て
左
右
を
確
認
し
、
手
を

挙
げ
て
横
断
歩
道
を
渡
る
大
切
さ

を
学
び
、
実
際
に
道
路
に
出
て
交

差
点
を
横
断
す
る
練
習
を
し
ま
し

た
。
こ
の
交
通
安
全
教
室
は
、
新

年
度
を
迎
え
た
こ
の
時
期
に
、
子

ど
も
た
ち
の
交
通
安
全
意
識
を
高

め
る
た
め
、毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
で
育
て
る
明
る
い
子

命
を
守
る
交
通
安
全
意
識

春の全国交通安全運動・黄色い羽根の配布・交通安全教室

【職種と人員】　　一般事務　　２名
土木技師　　１名　保健師　　２名
【受験資格】
①一般事務　昭和 51 年４月２日以
降に生まれた人
②土木技師　昭和 51 年４月２日以
降に生まれた人で、次のいずれかの
要件を満たす人　▽高校、短大、大
学または大学院で土木関係の専門課
程を修了している人　▽測量士もし
くは測量士補または土木施工管理技
士資格（２級以上）を有する人
③保健師　昭和 51 年４月２日以降
に生まれた人で保健師免許を取得し
ている人

【受験手続き】　▼受験を希望する人
は、役場総務課に備え付けの用紙で
申し込みください（町ホームページ
http://town.iwate.iwate.jp/ からダウ
ンロード可）　▼申込書類は、持参
するか郵便で申し込みください。申
込書の持参または郵送に関わらず、
94円分の切手を貼った宛先明記の返
信用封筒を同封してください。　▼
受験票は、受験の申し込み後に郵送
にて交付します。
【試験の方法と内容】
●１次試験
高校卒業程度の一般知識と知能につ
いて筆記試験、作文試験、公務員に

申込期限６月７日申込期限６月７日

　町は、令和３年10月１日採用予定の町職員　町は、令和３年10月１日採用予定の町職員
の採用試験を行います。受験を希望する人は、の採用試験を行います。受験を希望する人は、
募集内容を確認の上、手続きしてください。募集内容を確認の上、手続きしてください。

求められる資質に関する検査（共
通）、専門試験（土木技師、保健師）
●２次試験（１次試験合格者対象）
　口述試験（個別面接）
【願書受付期限】　６月７日（月）※
郵送の場合は６月４日（金）の消印
まで有効
【試験の日時と場所】
●１次試験　６月 20 日（日）午前
10 時～　岩手町役場
●２次試験　７月下旬　岩手町役場
・ 　役場総務課行政係（〒 028

‐4395 岩手町大字五日市 10‐44）
62‐2111 内線 204、205

町職員募集町職員募集－令和３年 10月採用－－令和３年 10月採用－
一般事務　　　２名一般事務　　　２名
土木技師　　　１名土木技師　　　１名
保 健 師　　　  2 名保 健 師　　　  2 名

道路の渡り方を学ぶ水堀保育所の園児たち 黄色い羽根を配布する交通安全母の会の皆さん

◎町内公立学校の児童・生徒数
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北
上
川
の
源
泉  

弓
弭
の
泉

きらり
まち ひと

「まち・ひと きらり」では、きらりと光る町の出来事や輝く人たちを紹介します。
あなたの地域・職場での話題をお寄せください。

１歳児健診に来てくれた
お子さんのかわいい笑顔を
紹介します。

お子さんの紹介
な ま え（地区）
保護者から一言

いつか
どこかで

有名なパフォーマーに
　楓華さんの夢は「テレビに出たり、世界中の人
に知られるようなダンスヴォーカルパフォーマー
になる」こと。毎日自宅でヒップホップダンスの
練習に励み、八幡平市にあるダンス教室に毎週通
うなど精力的に活動しています。学校では児童会
の執行部に所属し、話し合いをまとめたり、学校
の皆さんのお手本になるよう頑張る楓華さん。「体
育の授業でユニホックをするのが好き。家庭科で
縫い物を上手になってバッグを作ってみたい」と
元気に話します。

（沼宮内小5年）上
う え の

野 楓
ふ う か

華 さん

Smile
Babies

No.379

My Dream

僕
の
夢

私
の
夢

スマイル
ベイビーズ

　

町
は
４
月
４
日
、石
神
の
丘
美

術
館
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
展
に
併
せ

て
、ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
プ
弾
き

語
り
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。
元
宝
塚
歌
劇
団
花
組
で
日
本

ケ
ル
ト
協
会
会
員
の
奈な

か加
靖や

す
こ子
さ

ん
が
、か
つ
て
の
吟ぎ
ん
ゆ
う
し
じ
ん

遊
詩
人
を
思

わ
せ
る
ス
タ
イ
ル
で
ア
イ
リ
ッ

シ
ュ
ハ
ー
プ
を
奏
で
な
が
ら
美
声

を
披
露
。
シ
ャ
ム
ロ
ッ
ク（
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
の
国
花
）の
シ
ー
ル
を

身
に
つ
け
た
観
客
は
、趣
の
あ
る

楽
曲
の
弾
き
語
り
に
聞
き
入
り
ま

し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、ア
イ

ル
ラ
ン
ド
の
紹
介
や
古
く
か
ら
伝

わ
る
妖
精
の
物
語
を
交
え
、「
サ

リ
ー
・
ガ
ー
デ
ン
」や「
庭
の
千
草
」

な
ど
５
曲
が
演
奏
さ
れ
た
ほ
か
、

ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、元
宝
塚
歌
劇

団
の
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
、園
井
恵
子

さ
ん
に
ち
な
ん
で「
す
み
れ
の
花

咲
く
頃
」を
披
露
。
透
き
通
っ
た

天
使
を
思
わ
せ
る
歌
声
と
神
秘
的

な
ハ
ー
プ
の
音
が
会
場
を
包
み
込

み
、来
場
者
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
へ

の
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
風
を
感
じ
る

ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
プ
の
調
べ

Topics
01

北向翔太さんの長女

北
きたむかい

向 伶
れ い

衣ちゃん（五日市）

すくすく元気に育ってね！

中田祐一朗さんの次男

中
な か た

田 在
あ る ま

真くん（野原）

元気に育ってね！

①アイリッシュハープの演奏に聴き入る参加者
②アイルランドの妖精の物語を語る奈加靖子さん

①

②

IGR いわて銀河鉄道IGRいわて銀河鉄道
通学定期券購入費用の助通学定期券購入費用の助成成

Ｒ通学定期補助金交付申請書」を役場企画商工課に提出し
てください（郵送可）
【申請期限】　８月 31 日（火）※土・日曜日、祝日は日
直が受け付けます
　・　 役場企画商工課企画広報係 62-2111 内線 217

【対象】　ＩＧＲいわて銀河鉄道の通学定期券を利用
した人の保護者。なお、通学定期券の有効期限が令
和３年４月１日から令和３年７月 31 日までのもの
に限ります。
【申請方法】　ＩＧＲ各駅から使用証明を受けた「ＩＧ

　

県
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
が
主
催
す
る

ホ
ッ
ケ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
３
月
29

日
、町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
次
世

代
を
担
う
ア
ス
リ
ー
ト
を
育
成
す

る
県
体
育
協
会
の
い
わ
て
ス
ポ
ー

ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
事
業
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
と
も
に
町
出

身
で
、ソ
ニ
ー
に
所
属
し
活
躍
し

た
小
沢
菜
々
恵
さ
ん
と
、今
も
現

役
で
プ
レ
ー
す
る
日
本
代
表
候
補

の
瀬
川
真
帆
さ
ん
の
ほ
か
、日
本

代
表
と
し
て
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

五
輪
に
出
場
し
た
永
井
葉
月
さ
ん

が
コ
ー
チ
を
務
め
、中
学
生
に
指

導
。
沼
宮
内
中
の
森
子
紗
希
さ
ん

（
３
年
）は「
試
合
に
生
か
せ
る
内

容
の
濃
い
練
習
を
教
わ
り
ま
し

た
。
試
合
の
場
面
を
想
定
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
練
習
に
臨
み
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
り
、川
口
中
の

川
上
匠
さ
ん（
同
）は「
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
の
技
術
や
相
手
と
の
間
合
い

が
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。
自
身

の
プ
レ
ー
を
見
直
し
て
、後
輩
に

も
伝
え
た
い
」と
同
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
の
収
穫
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

ドリブル技術を教わってプレーする中学生と指導する瀬川真帆さん

Topics
02
一流のプレーヤーが教える
ホッケー上達の心構えと技

　町は、列車通学者を持つ家庭の経済的負担
を軽減するため、通学定期券購入にかかった
費用の一部を助成しています。
※今年度から年３回の支払いになります。
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News×Sp o r t sN ew
s×Spo r t s

▼３月28日

えよう地域の未来
○SDGｓ未来都市フォーラム考

　町は持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）について理解を深
めてもらおうと３月28日、「ＳＤＧｓ未来都市創造フォー
ラム」をプラザあいで開催しました。フォーラムでは神
奈川県鎌倉市在住で地域資本主義サロン主宰の柳沢大輔
氏が、「鎌倉資本主義から読み解く地域の未来とは」と題
して講演。地域コミュニティ通貨や移住支援サイトの取
り組みを紹介しました。また「町の抱えている課題や、町
のために何ができるか」について参加者が話し合い、課題
解決に向けた多くのアイデアが出されました。

地域コミュニティの活性につながる取り組みを紹介

▼４月５日

域に根ざす健康づくり
○保健推進員委嘱状交付式地

　保健推進員の委嘱状交付式は４月５日、町総合開発セ
ンターで行われ、126人に委嘱状が交付されました。保
健推進員は町長からの委嘱を受けて、地域の保健活動に
取り組むなど、町民の健康増進を地域から支える重要な
リーダーです。任期は３年間で、主な活動内容は健診の
普及啓発や健診通知書の配布など、健康づくりのために、
地域と行政をつなぐ役割を担います。また活動を通じて、
町の皆さん一人一人の「自分の健康は自分で守る」といっ
た意識を高め、病気の早期発見や早期治療に役立て、生活
習慣の見直しによる健康増進に努めています。

前ケ沢の川又祐美子さんが委嘱状を代表受領しました

元
気
よ
く
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
る
い
わ
て
ホ
ッ

ケ
ー
ス
ポ
少
の
竹
花
汐
凪
斗
さ
ん

　町スポーツ少年団結団式は４月11日、森のアリーナで
開催され、町内の７団体110名が少年団への入団報告を行
いました。この式は、新団員と父母、指導員が活動の新た
なスタート、また団員としての心構えと相互協力を深め
ることを目的として開催。乙茂内利夫町スポーツ少年団
本部長は「フェアプレー精神を持って明るく元気に活動
してほしい」と団員を激励しました。式終了後には体力
測定が行われ、参加団員は、精一杯汗を流していました。

決意を新たに入団報告
○町スポーツ少年団結団式 ▼４月11日

サ
ポ
カ
ー
の
機
能
を
体
験
す
る
参
加
者

　　岩手警察署（藤林隆博署長）は４月12日、高齢ドライ
バーの交通事故抑止を目的として、森のアリーナでサポ
カー講習会を開催しました。参加者約20人が、セーフ
ティーサポートカーへ乗車し、アクセル踏み間違い時の
安全装置の動作や、人や物を感知した際に、ブレーキを補
助する仕組みを体験。また屋内では、危険予測トレーニ
ング講習を行い、運転の際に注意が必要な状況を確認し
ました。土

は ぶ

生幸
ゆきひろ

広交通課長は「講習で学んだことを意識
し、安全運転に努めてもらいたい」と呼び掛けました。

サポカー講習会が初開催
○高齢者が関連する事故防止 ▼４月12日

▼2021.04.01 ～

力づくりに取り組もう
○町総合運動公園利用案内体

　町総合運動公園は、緑鮮やかな人工芝のフィールド
や広々としたアリーナ、天然芝の多目的グラウンドな
ど、さまざまなスポーツを楽しめる環境が整っていま
す。また、トレーニングルーム（森のアリーナ内）は、
3,800人を超える登録者の皆さんが健康体力づくりに
活用しています。スポーツを通じた健康づくりと体力
向上のため、町の施設を有効に活用してスポーツに親
しみながら健康の増進に努めましょう。
　春を迎え、スポーツにはぴったりの時期となりまし
た。皆さんの多くのご利用をお待ちしています。
【申込先】　町体育協会（森のアリーナ内）  62-4835
【申し込み方法】　利用日の前月から電話で仮申し込み
を受け付けます。利用日の１週間前までに使用申請書
を提出し、同時に使用料も納入してください。詳しく
は、町ホームページ（http://www.town.iwate.iwate.jp）
をご覧ください。
【利用時間】　午前８時30分～午後10時（施設により異なります）
【休館日】　毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
　　　　　　毎年12月29日から翌年１月３日まで

施設名 各施設の特徴
スポーツ文化センター
「森のアリーナ」

アリーナ（横 34.5 ㍍×縦 38.4 ㍍）
ステージ（間口 15 ㍍×奥行 7.5 ㍍）
トレーニングルーム、リハーサル室　ほか

柔 剣 道 場 剣道場、柔道場　各１面
総合グラウンド 人工芝フィールド、400 ㍍トラック６レーン
テ ニ ス コ ー ト 砂入人工芝 4面（ナイター設備完備）
野 球 場 両翼 91 ㍍、センター 120 ㍍
ホ ッ ケ ー 場 人工芝コート（ナイター設備完備）
体 育 館 バレーボールコート 2面
多目的グラウンド ニュースポーツに最適な天然芝のグラウンド

【施設案内】

■総合グラウンド（１時間当たり）
人工芝グラウンド クラブ

ハウス全面使用 半面使用 個人利用
一 般 3,360 円 1,680 円 100 円 500 円
高校生以下 1,680 円 830 円 50 円 250 円

■ホッケー場（１時間当たり）
人工芝コート

クラブ
ハウス全面使用 半面使用 ４分の１面

夜間照明 夜間照明 夜間照明

一 般
1,270 円 630 円 310 円

500 円
2,790 円 1,380 円 680 円

高校生以下
630 円 300 円 150 円

250 円
1,380 円 680 円 330 円

アリーナ
一 般 1,620 円
高校生以下 820 円

照明なし 夜間照明利用
一 般 300 円 610 円
高校生以下 100 円 200 円

■テニスコート（１時間1面当たり）

【利用料金】

■野球場（１時間当たり）
グラウンド 付属設備と料金

一 般 760 円 更衣室（１時間）
スコアボード（１試合）
放送設備（１試合）

210 円
1,100 円
530 円高校生以下 310 円

8:30
～ 17:00

17:00
～ 22:00

多目的スペース
（アリーナ）

全面使用 1,270 円 1,520 円
半面使用 630 円 760 円

舞台設備（音響照明設備一式含む） 630 円 760 円

リハーサル室
（会議室）

小利用 100 円 120 円
中利用 200 円 240 円
大利用 300 円 370 円

トレーニングルーム
（1名当たり）

１時間 100 円（ 50円）
回数券 1,000 円（500 円）

■町体育館（１時間当たり）

柔道場 剣道場
一 般 760 円 760 円
高校生以下 350 円 350 円

■柔剣道場（１時間当たり）

貸切使用 個人使用
一 般 400 円 100 円
高校生以下 200 円 50 円

■多目的グラウンド（１時間当たり）

■スポーツ文化センター「森のアリーナ」（１時間当たり）

※65歳以上のトレーニングルーム利用は（ ）内の額
※冷暖房を使用するときは、1.5倍の額

※各施設とも、町外に住所がある
人の使用や入場料などを徴収す
る場合は、使用料が異なります。
詳しくは問い合わせください。
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問い合わせとご相談は役場長寿介護課　高齢者福祉係　☎ 62-2111［内線563］へ
健康・福祉情報

医療医療医療

診療科 診療日 受付時間

内　科
月～金曜日 08:30 ～

11:30外　科

応援診療科（５月）
脳神経外科
※要予約 11 日 8:30 ～

11:00
循環器（内科）
※要予約

７、10、14
17、21、24
28、31日

12:30 ～
14:30

小児科 14、28 日 13:00 ～
16:00

皮膚科 11、25日 13:00 ～
15:30

整形外科 14 日 8:30 ～
11:00

※休日当番医、応援診療科は予定を変更する
場合がありますので、あらかじめ電話で確認
の上、来院ください。

５月

沼宮内地域診療センター
県立中央病院附属

休日当番医 【受付時間】
　9:00～17:00

日（曜） 当番医
６（日）北上脳神経外科クリニック
13（日）佐藤整形外科クリニック

医 療

岩手沼宮内クリニック
北上脳神経外科クリニック
佐々木医院
佐藤整形外科クリニック
佐渡医院
さわやかクリニック
塚谷医院
沼宮内地域診療センター

当番医実施医療機関の電話番号

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

61-2025
61-3636
62-2234
68-7240
62-3211
62-2043
62-1155
62-2511▼

■軽い病気と思われる場合、休日の日中は休日当番医を利用ください。
　夜間は平日、休日問わず夜間急患診療所を利用ください。
　▽盛岡市夜間急患診療所　受付時間：午後７時～ 11時
　　（盛岡市神明町3-29盛岡市保健所2階　☎ 019-654-1080）
　日中の診療時間に受診できる人は、なるべく日中の時間内に受診　
　しましょう。
■症状が重い場合
　【受診場所】　小児救急入院受入当番病院（下記予定表のとおり）
　【対象】　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、盛岡市夜間急患
　診療所や休日当番医が診療していない時間帯の急病の子どもを受け
　入れます。夜間は午後５時から翌朝９時までです。

　【受付時間】　土曜は午後１時～５時、夜間は午後５時～翌朝９時
　【注意点】　日中の診療時間に受診できる人は、時間内に受診してく
　ださい。また、重症な子どもの治療に支障をきたさないよう、まずは
　盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
　日曜、祝日の日中は休日当番医を受診してください。

こども救急相談電話

診療時間外の受診

　【受付時間】　午後7時～ 11時（年中無休）
　【電話番号】　局番なしの☎＃8000　※ダイヤル回線電話、
　ＩＰ電話（ひかり電話）、ＰＨＳからは ☎ 019-605-9000

■当番病院の連絡先
【中　央】　県 立 中 央 病 院　☎ 019-653-1151
【日　赤】　盛 岡 赤 十 字 病 院　☎ 019-637-3111
【国　立】　国立病院盛岡医療センター　☎ 019-647-2195

子どもが急病のとき

日 月 火 水 木 金 土
5/1
日赤

２
中央

３
日赤

４
中央

5
国立

６
中央

７
国立

８
中央

９
日赤

10
中央

11
日赤

12
国立

13
中央

14
中央

15
国立

16
中央

17
日赤

18
中央

19
国立

20
日赤

21
国立

22
中央

23
中央

24
日赤

25
中央

26
国立

27
日赤

28
中央

29
中央

30
日赤

31
中央

■盛岡いのちの電話☎ 019-654-7575（正午～午後 9時、日曜日の
み午後 6時まで）　■県精神保健福祉センター☎ 019-622-6955（午
前 9時～午後 4時 30分）　■役場健康福祉課☎ 0195-62-2111（内
線 565）

一人で悩まず相談ください

■男女共同参画センター相談室　☎ 019-606-1762

県男女共同参画センターでは、家族の悩み、職場の悩み、交際相
手や性別、性指向（ＬＧＢＴ）に関する悩みなどの相談を受け付
けています。

左のQRコードからも
当番病院を確認できます

日（曜） 当番医
２（日）北上脳神経外科クリニック
３（月）佐藤整形外科クリニック
４（火）沼宮内地域診療センター
５（水）岩手沼宮内クリニック
９（日）佐々木医院
16（日）佐渡医院
23（日）塚谷医院
30（日）さわやかクリニック

６月

　・　　役場健康福祉課福祉支援係
　　　   ☎ 62-2111（内線512、514）

　町は、在宅で重度の障害があり、次の条件に当て
はまる人にタクシーの助成券を交付しています。４
月から所得要件を廃止し、精神障害者福祉手帳を持
つ方を要件に加えるなど対象者を拡充しました。

【交付対象者】　町内に住所があり、身体障害者手帳
１級～２級または療育手帳A判定、精神障害者保
健福祉手帳１級を持つ人。ただし、次の方は交付を
受ける資格がありません。①施設等に入所している

タクシー助成券を交付しています
在宅の重度障害者に

人　②特別支援学校等の寄宿舎に入寮している人　
③自動車税または軽自動車税の減免を受けている人
【助成内容】　対象者１人につき１カ月に４枚の割合
で、申請月から年度末までの分を一括交付します。
1枚当たりの助成額は初乗り運賃の額とします
【申請方法】　身体障害者手帳、療育手帳または精神
障害者保健福祉手帳と印鑑（スタンプ印以外）を持
参し、役場の健康福祉課福祉支援係で申請してくだ
さい。

訂正とお詫び　　　令和３年３月１日発行の広報いわてまち№ 741 12 ㌻に掲載した福祉タクシー助成券
　　　　　　　　　 の交付対象者と申請方法（下線部）に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
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。
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「
安
心
生
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見
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え
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つ
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動

安
心
生
活
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輪
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地
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支
え
合
う
ま
ち
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く
り
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図書館図書館だよりだより

川
柳

５月
日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

【開館時間】　午前９時～午後６時
※赤マスの日は、休館日です。

６月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

ジャンル 書　　　名 著　　者

小説

どの口が愛を語るんだ 東山　彰良
あしたの官僚 周木　律
泳ぐ者 青山　文平
きみの傷跡 藤野　恵美
傷痕のメッセージ 知念　実希人

エッセイ
大人の流儀10 伊集院　静
むしろ、考える家事 山崎ナオコーラ
Ｇｏ　Ｔｏマリコ 林　真理子

児童絵本

はりねずみのおいしゃさんとおばけのこ ふくざわ　ゆみこ
なんでもない 鈴木　のりたけ
わたしはあなたをしんじてる リサ・パップ
おせんべいわれた 岡田　よしたか

児童読み物 学校の怪談５分間の恐怖　13階段 中村　まさみ

児童実用書
すごい植物図鑑 稲垣　栄洋：監修
おうちで楽しむ科学実験図鑑 尾嶋　好美
池の水なぜぬくの？ 安斉　俊

　

いわてまちの地域おこし協力隊が毎月、岩手町の魅力をお伝えします。

岩手県 食の匠料理教室を撮影
～食を通して岩手町の魅力を発信していきます～

Vol.
39

「こびる」とは農作業の合間の休憩
や軽食という意味。農業が盛んな町の広
報紙として、休憩時間に気軽に読んでも
らえるような心温まるコーナーになって
ほしいという思いを込めてタイトルを
「KOBIRUじかん」と名付けました。

　こんにちは。岩手町地域おこし協力隊しごとクリエイ
ター、カメラマンの墨谷です。すっかりあたたかくなっ
てきて、景色ががらりと変わり岩手町での初めての春を
楽しんでいます。最近の活動としては、協力隊の菅原さ
んの企画のもと、「岩手県食の匠・料理教室」を行い私
は撮影を担当しました。３名の方々に郷土料理を教えて
いただき、ぬっぺい汁、かぼちゃけっこ、麦まんじゅう、
きりせんしょを作りました。今後はそれぞれの協力隊が
記事や YouTube などを通じて発信していく予定です。
　お話を伺う中で食べ物を通じた生活の背景や特産な
ど、町で暮らしていく上での生活の流れが色々と分かっ

てきて、今後は自身で作った野菜を入れたい意欲が自然
と湧いてきました。
　出張撮影も少しずつですが、お話を頂けるようにな
り、皆さまとお話しして撮影できることがとても嬉しい
です。これからの季節もさまざまな、町のロケーショ
ンで撮影できればと思います。これまでの撮影したも
のは、自身の Facebook にて公開していますのでぜひ
「墨

すみ や ふ う か

谷風香」で検索してみてください！皆様とお会いで
きるような写真イベントの企画も今後発信していく予定
です。よろしくお願いいたします。

かぼちゃを使ったおかゆ（かぼちゃけっこ）
岩手県食の匠  千葉静子さん（写真右下）

今月は墨谷が
担当します

⇐　　　町地域おこし協力隊
　　　Facebookはこちらから！

図書館の行事　

※雑誌の持ち込みは受け付けておりません。

◇新企画【雑誌もってけ市】◇
【日程】５月１日（土）～ 31日（月）
　５月、８月、11月、２月に定期開催します。

機嫌よくいれば、
だいたいのことは
うまくいく。

クイックレシピ80
山で麺！

ミスしない大百科 物語のものがたり
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ワクチン接種を受けるには事前の予約が必要です1

接種実施医療機関2

住民票がある場所以外での接種3
●入院・入所中の医療機関や施設でワクチンを受ける方
　➡医療機関や施設にご相談ください。
●基礎疾患の治療を行っている医療機関でワクチンを受ける方
　➡かかりつけ医にご相談ください。

65歳以上（昭和32年4月1日以前生まれ）の
新型コロナウイルスワクチン接種を受ける方へ
岩手町では5月10日（月）より
新型コロナウイルスワクチンの接種を開始します。 

完全予約制

☎050-5445-4472

◆岩手町新型コロナウイルスワクチン予約・相談センター
ご予約の際は、接種券をご用意ください。　｜午前9時～午後5時　土日祝を除く｜

http://town.iwate.iwate.jp/town/coronavirus/vaccine-reservation/
こちらのQRコードを読み取ってください➡

※接種日は、変更になる可能性がありますので、ご予約の際に改めてご確認ください。

①沼宮内地域診療センター

②岩手沼宮内クリニック

③北上脳神経外科クリニック

④佐々木医院

⑤佐藤整形外科クリニック

⑥佐渡医院

⑦さわやかクリニック

⑧塚谷医院

大字五日市10-4-7
TEL 62-2511

午前11時～正午
午後2時～午後3時

大字子抱5-6-8
TEL 61-2025 午後3時～午後5時

大字五日市11-79-65
TEL 61-3636 午後2時～午後3時

大字沼宮内7-48-11
TEL 62-2234 午前10時～午前11時30分

大字江刈内7-10-1
TEL 68-7240

午前9時～正午
午後2時30分～午後3時30分

大字五日市10-175-15
TEL 62-3211

午前8時30分～12時30分
午後2時～午後3時

大字江刈内10-47-2
TEL 62-2043

午前9時～正午
午後2時～午後3時

大字江刈内10-45-1
TEL 62-1155 午後3時～午後4時

月～金

月～水

月、火、木、金

月～金

月～金（水は午前のみ）

月～土（木、土は午前のみ）

月～金（水は午前のみ）

月、火、水、金

接種費用

無料
（全額公費）

電話予約・相談（岩手町専用）
インターネット予約 （岩手町公式ホームページより）

4月26日（月）から専用窓口で予約相談受付開始

5月10日（月）から町内8医療機関で接種開始

ワクチンの効果を十分に得るために、２回の接種が必要です。

◆国（厚生労働省）
《厚生労働省新型コロナワクチンコールセンター》相談内容：コロナワクチン施策の在り方などに関する問い合わせ
　　0120-761-770【受付時間】午前9時から午後9時（土日祝も実施）

◆県相談センター
《岩手県新型コロナワクチン専門相談コールセンター》
　　0120-895-670【受付時間】午前9時から午後9時（土日祝も実施）

◆お問い合わせ先
《岩手町新型コロナウイルスワクチン接種班》
 TEL 0195-62-2111（内線222、229）
【受付時間】午前8時30分から午後5時15分（土日祝を除く）　soumu-4＠town.iwate.iwate.jp 

3週間の期間を空けて２回目の予約へ

事前に行うこと 当日（医療機関で）行うこと
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ワクチン接種の流れ4

接種券（対象の人に発送します） 　
予診票（対象の人に発送します）
本人確認書類（運転免許証、健康保険証等）
お薬手帳（病院に通っている方）

接種当日の持ち物

ワクチンを接種するにあたっての注意事項5
■ワクチンの種類
65歳以上の人は、ファイザー社（アメリカ）のワクチンを使います。
■副反応について
ワクチン接種により、まれに急性アレルギー反応の発生が報告されています。
■ワクチン接種は強制ではありません
感染症予防の効果と副反応のリスクの両方を理解したうえで、自らの意思で接種の
判断をお願いします。
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9

日 お名前 保護者 行政区

５ 福士　千
せ ん り

琳 紘 平 尾 呂 部

19 武田　依
い と

都 和 馬 上 黒 内

日（曜）時　間 行　事　 場　所

9:00 ～ 【企画展】プリン同盟 20周年記念展
（～５月 30日㈰） 石神の丘美術館

12（水）13:00 ～ ３歳児健康診査
（平成 29年９月 11日～ 10月 30日生まれ） 町保健センター

14（金） 9:30 ～ 妊婦教室１回目
※対象者には個別にお知らせしています 町保健センター

19（水）10:00~ 盛岡年金事務所出張相談
（要予約：盛岡年金事務所☎019‐623‐6211） ゆはず交流館

20（木）
8:30 ～ まんまと湯っこの会 町老人福祉センター

9:00 ～ 人権・行政相談 町勤労青少年ホーム

25（火） 9:45 ～ 離乳食教室（３～４カ月児の家族） 町保健センター

26（水）13:00 ～
６カ月児健康診査（令和 2年 11月生まれ）
９カ月児健康診査（令和 2年８月生まれ）
１歳児健康診査（令和 2年５月生まれ）

町保健センター

27（木）10:00 ～ 子育てサロン “すくすく” いわて子どもの森

29（土）10:00 ～ 県高校総体ホッケー競技 町総合運動公園

30（日） 8:00 ～ 町消防団ポンプ操法・規律訓練競技会 役場駐車場

町民カレンダー

日 お名前 年齢 世帯主 行政区

９ 竹村　スヱ （86） 本 人 駅 通

11 小沢　敏紀 （58） みゆき 相 寅 瀬

12 道合　雅子 （80） 英 紀 上 大 町

13 小林　春男 （90） ツ ヤ 下愛宕下

14 白椛　カツヱ（94） 本 人 相 寅 瀬

15 杣　忠雄 （79） トミヲ 新 町

15 佐々木　ナカ（94） 本 人 尾 呂 部

19 丹内　ハル子（96） 本 人 上 浮 島

20 川𠩤　福治 （69） ナオミ 小 金 沢

21 朽木　タケ （82） 弘 子 朽 木 林

22 柴田　イサオ（93） 本 人 芦 田 内

22 浮中　權太郎（94） 時 子 石 神

25 三國　純一 （72） 本 人 子抱団地

27 橋本　 助 （85） 友 美 横 田

29 横田　フユ子（84） 本 人 落 合

30 髙橋　秀夫 （84） 本 人 新 町
　組数、人数の（ ）内は実数です。
　町内に住所がある人で、広報に掲載を希望する人の
み掲載しています。掲載希望の有無は、届け出の際に
役場町民課にお話しください。

3月受け付け分

●生まれたお子さん● 2 人（3 人）

●お婿さん、お嫁さん● 1 組（4組）

●亡くなられた人● 16 人（20 人）

よろこび かなしみ

2021. ３.31現在　（ ）内は前月比
【人口】　男　6,210人（△29）
　　　　女　6,509人（△16）
　　　　計 12,719人（△45）
【世帯】　　5,448世帯（＋8）
【出生】　3人　【死亡】20人
【転入】50人　【転出】78人
【外国人住民】151人

 人口の動き

5月

▼３月

日 お名前 世帯主 行政区

16 千葉　和成久保　梨菜
等

本 人
下 鴫 沢
駅 通

町税等の口座再振替廃止
■役場税務会計課、水道事業所
　残高不足による翌月の再振替を
６月１日から廃止します。振替で
きなかった方には、納付書付きの
口座振替不能通知書を送付します
ので、金融機関やコンビニエンス
ストア等で納付してください。
　▼役場税務会計課出納係　

☎62－2111　内線526　▼水道事
業所管理係　☎62－2111　内線
372

情 報  問い合わせ先
 申し込み先

岩手町役場
☎ 62-2111

イ ン デ ッ ク ス

いつでも年金情報を確認
■ねんきんネット

　日本年金機構では、24時間いつ
でもどこでも、パソコンやスマー
トフォンで年金情報を確認できる
「ねんきんネット」が利用できま
す。自身の年金記録の確認のほか、
将来受け取る年金見込み額の確認
や各種通知書の再交付申請ができ
ます。
　詳しくは、インターネットで「ね
んきんネット」で検索いただくか、
マイナンバーカードをお持ちの方
はマイナポータルからも「ねんき
んネット」にアクセスできますの
で、ぜひご利用ください。
　▼日本年金機構　盛岡年金

事務所　☎019‐623‐6211
▼ねんきんネット専用番号　☎
0570‐058‐555

経済センサス活動調査
■企業の経済活動

　総務省・経済産業省は、令和３
年６月１日を基準日として、全て
の事業所・企業を対象とした「経
済センサス‐活動調査」を実施し
ます。この調査は、一つ一つの企
業活動の実態調査を行い、事業所
や企業の経済活動を全国的・地域
別に明らかにすることを目的とし
て行われるものです。調査の結果
は、国の大切な資料として暮らし
や地域のために役立てられますの
で、調査への協力をお願いします。
　▼令和３年経済センサス活

動調査コールセンター　☎0120‐
430‐103　▼役場企画商工課　☎
62‐2111　内線215

▼３月

▼３月

※広報掲載後に予定が変更になる場合もありますが、そのときは、回覧や町ホームペー
ジなどでお知らせします。なお、町内の団体などもこの欄をご利用ください。

◆ 町税などの納付期限 ◆

軽自動車税（全期） ５月 31日㈪
口座振替日：５月 25日㈫

日（曜）時　間 行　事　 場　所

１（火）
9:00 ～ 人権相談 町勤労青少年ホーム

13:00 ～ 悪質商法トラブル・多重債務出前相談会
（要予約：役場総務課行政係☎62-2111内線204） 町総合開発センター

６（日） 8:30 ～ 町消防演習 総合グラウンド

９（水）13:00 ～ １歳６カ月児健康診査
（令和元年９月 11日～ 12月９日生まれ） 町保健センター

６月

森林伐採は手続きが必要
■開発の場合も許可申請が必要
　森林を伐採、または開発する際
は事前に届け出や許可申請の手続
きが必要です。
　森林の伐採や開発の計画がある
人は、連絡・相談ください。
　▽保安林以外での森林での

立木伐採　役場農林課林務畜産係
☎62‐2111（内線308）　▽保安林
での立木の伐採や土地の形質の変
更　盛岡広域振興局林務部　☎
019‐629‐6615　▽保安林以外の
森林での１㌶を超える開発行為　
盛岡広域振興局林務部　☎019‐
629‐6616

家族のための個別相談会
■精神障害を支える家族

　県精神保健福祉連合会では、精
神障がいの人を支える家族を対象
とした個別相談会を開催します。
相談員は同じ立場の家族相談員
で、１回１時間の相談です。
【会場・相談日時】　①ふれあいラ
ンド岩手（盛岡市三本柳８‐１‐３）
５月14日、６月11日、７月16日、８
月６日、９月10日（毎月第２金曜日
午前10時～午後１時）　②盛岡市
総合福祉センター（盛岡市若園町
２‐２）
５月25日、６月22日、７月27日、８
月24日、９月28日（毎月第４火曜日
午後１時～午後５時）
　　県精神保健福祉連合会事務

局　☎019‐637‐7600

市民後見人の養成講座
■盛岡地域市民後見人養成講座
　市民後見人に必要な知識や技術
などを学んでみませんか。
【日時】　６月23日（水）～８月26
日（木）の週１回（水曜もしくは木
曜）　午前10時～午後４時50分
【場所】　岩手教育会館
【対象】　①岩手町を含む盛岡広域
８市町に在住または、在学・在勤
の20歳以上の人　②原則として全
ての講座を受講できる人　③未成
年や破産者などの後見人の欠格事
由に該当しない人　④弁護士や司
法書士など専門職ではない人
【定員】　30人
【費用】　無料
【申込方法】　申込書に必要事項を
記入し、〒020‐0022　盛岡市大
通１‐１‐16　いわて教育会館２
階　盛岡広域成年後見センター
（FAX019‐656‐0612）へ郵送、持
参、ＦＡＸにより申し込み。５月
28日（金）午後５時30分必着。
　盛岡広域成年後見センター

　☎019‐626‐6112
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ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
語
る
上
で
避
け
て
通
れ
な
い

の
が
「
音
楽
」
で
す
。
音
楽
を
文
章
で
伝
え
る
こ

と
は
難
し
い
で
す
が
、
あ
え
て
表
現
す
る
な
ら
ば

「
に
ぎ
や
か
な
」「
ど
こ
か
懐
か
し
い
」「
踊
る
よ

う
な
」
と
い
う
よ
う
な
感
じ
で
し
ょ
う
か
。
映
画

好
き
の
人
は
、『
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
』
の
三
等
客
室

で
の
ど
ん
ち
ゃ
ん
騒
ぎ
の
シ
ー
ン
を
思
い
出
し
て

み
て
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
ど
ん
な
小
さ
な
村
で
も
パ

ブ
（
お
酒
を
飲
む
だ
け
で
な
く
幅
広
い
年
代
が
集

ま
る
公
民
館
の
よ
う
な
場
所
）
が
一
軒
は
あ
り
、

そ
こ
で
は
自
然
に
演
奏
（
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
が
始
ま

り
ま
す
。
使
わ
れ
る
楽
器
は
『
フ
ィ
ド
ル
』
と
呼

ば
れ
る
バ
イ
オ
リ
ン
、
ボ
タ
ン
で
弾
く
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
『
コ
ン
サ
ー
テ
ィ
ナ
』、縦
笛
の
『
テ
ィ

ン
・
ホ
イ
ッ
ス
ル
』、
手
で
持
つ
太
鼓
の
『
バ
ウ

ロ
ン
』
な
ど
で
す
。

　

町
は
、
３
月
21
日
に
県
内
の
演
奏
者
に
よ
る
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
ケ
ル
ト
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
し
た
。
来
場
者
は
演
奏
に
合
わ
せ
て
自
然

に
体
を
揺
ら
し
た
り
、
手
拍
子
を
し
た
り
、
ま
さ

に
パ
ブ
の
よ
う
な
雰
囲
気
が
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
バ
グ
パ
イ
プ
と
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
も
あ
り
、
参
加
し
た
人
は
日
本
と
は
ま
た

違
う
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次
回

も
引
き
続
き「
音
楽
」に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
！

このコーナーでは、町が 2020 東京五輪ホストタウンとして迎えるアイルランドについて学び、同国のことを知るために国の特徴
や同国代表女子ホッケーチームの情報をシリーズでお届けします。　　  町教育委員会社会教育課 62 － 2111 内線 352 へ

■
 編
集
／
岩
手
町
企
画
商
工
課

　
〒
028-4395 岩

手
県
岩
手
郡
岩
手
町
五
日
市
10-44

　
 0195-62-2111　

FA
X0195-62-3104

■
 町
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
確
認
　
 0195-62-5367 （

自
動
応
答
電
話
）

■
 町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ア
ド
レ
ス
　
http://w

w
w
.tow

n.iw
ate.iw

ate.jp
■
 町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
　
@
iw
atem

achi_koho

2021年
［
令
和
３
年
］

５
月
１
日
発
行

No.743 「アイルランド・ケルト音楽コンサート」の様子

編編
集
後
記

集
後
記

ア

イル
ランドへの架け橋

ア

イル
ランドへの架け橋

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
音
楽
①

ホストタウン事業を盛り上げよう！ホストタウン事業を盛り上げよう！

広報いわてまちは、『記者
ハンドブック新聞用字用
語集第 13 版』に基づい
て記事を作成しています。
原則、よろこびかなしみ
コーナー以外は常用漢字
を使用しています。
氏名などを掲載する場合
も、常用漢字での掲載と
なりますのでご理解をよ
ろしくお願いいたします。

　

最
後
ま
で
お
読
み
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
本
年
度
よ
り
広
報
い
わ

て
ま
ち
を
担
当
し
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
撮
影
や
取
材
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
苦
戦
し
、お
会
い
し
た

方
々
に
お
世
話
に
な
り
な
が

ら
、何
と
か
５
月
号
を
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私

の
生
ま
れ
育
っ
た
岩
手
町
を

も
っ
と
好
き
に
な
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、制
作
に
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
大
変
な

時
代
で
す
が
、皆
さ
ま
の
過
ご

す
毎
日
が
素
晴
ら
し
い
一
日

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。　
　
　
　

 　
中
村
行
佑

い
わ
て
ま
ち
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